
4．PAZ内の施設敷地緊急事態
における対応
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＜対応のﾎﾟｲﾝﾄ＞
1. PAZ内の学校・保育所の児童・生徒等については、警戒事態で保護者への引渡しを実施するが、
保護者への引渡しができなかった児童・生徒等について移動手段を確保し、避難を開始すること。

2. PAZ内における医療機関の入院患者や社会福祉施設の入所者を、あらかじめ定められた避難先
施設等へ移送すること。ただし、無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者は、放射線防護対策を講じ
た屋内退避施設に屋内退避すること。

3. 在宅の避難行動要支援者を、あらかじめ定められた避難先又は近傍の屋内退避施設へ移送する
こと。

4. 全面緊急事態に備えて、PAZ内の住民に避難準備を呼びかけるとともに、集合場所、避難所の開
設、移動手段の確保等の準備を開始すること。



玄海地域における初動対応
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PAZ

Ø佐賀県は、警戒事態が発生した段階で、佐賀県庁に災害警戒本部を設置し、約50名の要員が参集。
Ø玄海町は、警戒事態が発生した段階で、玄海町役場に災害警戒本部を設置し、約120名の要員が参集。

Ø唐津市は、警戒事態が発生した段階で、唐津市役所に災害警戒本部を設置するとともに、PAZを管轄する肥前市民ｾﾝﾀｰ、
鎮西市民ｾﾝﾀｰ、呼子市民ｾﾝﾀｰにそれぞれの対策支部を設置。災害警戒本部及び3つの対策支部あわせて、約210名の

要員が参集。

Ø警戒事態が発生した段階で、施設敷地緊急事態要避難者の避難準備のため、佐賀県、玄海町及び唐津市は、集合場所、社

会福祉施設等に避難用車両等の手配を開始。 また玄海町及び唐津市は、PAZ内の集合場所（玄海町15地区、唐津市12
地区）の設置準備を開始するとともに、各集合場所に避難誘導員を派遣。

Ø玄海町及び唐津市は、各地域の自主防災組織や消防団と情報共有を図り、地域ｺﾐｭﾆﾃｨと一体となった避難誘導体制を構築。

佐賀県災害警戒本部

からつし

ちんぜい

げんかいちょう

よぶこ

ひぜん

げんかい

げんかいちょう

げんかいちょう

からつしげんかいちょう

からつし

げんかいちょう からつし

からつし

げんかいちょう

からつし

玄海町役場

玄海町災害警戒本部
げんかいちょう

げんかいちょう

唐津市役所肥前市民ｾﾝﾀｰ

唐津市災害警戒本部対策支部
からつし ひぜん

からつし

唐津市役所
唐津市災害警戒本部
からつし

からつし

唐津市役所呼子市民ｾﾝﾀｰ

唐津市災害警戒本部対策支部
からつし よぶこ

からつし

唐津市役所鎮西市民ｾﾝﾀｰ

唐津市災害警戒本部対策支部
からつし ちんぜい

からつし

：集合場所（合計27か所）
【凡例】

集合場所に職員を配置するとともに、
自主防災組織や消防団等による地域ｺﾐｭ
ﾆﾃｨと一体となった避難誘導体制を構築

集合場所、福祉施設等に
避難用車両等の手配を開始
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住民への情報伝達

Ø 玄海町及び唐津市は、防災行政無線、広報車、CATV、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ等を活用し、住民に情報を伝達。また、
PAZ内避難の対象となる27か所の集合場所へ派遣された各市町の職員は、防災行政無線や衛星携帯電話等によ
り、各市町と情報を共有。

Ø 玄海町及び唐津市は、集合場所を拠点に、自主防災組織や消防団等と協力し、携帯端末や移動系防災行政無線
等により、各市町と避難者の状況や避難誘導体制等、地区単位のｺﾐｭﾆﾃｨを活用した情報共有を実施。

Ø 小中学校、保育所、医療機関、社会福祉施設、在宅の避難行動要支援者への情報伝達は各市町から実施。

PAZ

各市町は、入手した情報を防災
行政無線等により、各市民ｾﾝﾀｰ
及び集合場所へ連絡

消防団車両等による
広報活動の実施

CATVにより各戸へ
情報伝達

緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽなどに
より住民へ情報伝達

屋外にいる住民には屋外拡声子局
屋内にいる住民には戸別受信器で、
それぞれ情報伝達を実施

屋外拡声ｽﾋﾟｰｶｰ 戸別受信機

：集合場所（合計27か所）

げんかいちょう

げんかいちょう

からつし

からつし

：PAZ内における防災行政
無線屋外拡声子局配備箇所
（整備中のものを含む：合計49か所）

唐津市役所肥前市民ｾﾝﾀｰ

唐津市災害警戒本部対策支部
からつし ひぜん

からつし

唐津市役所呼子市民ｾﾝﾀｰ

唐津市災害警戒本部対策支部
からつし よぶこ

からつし

【凡例】 玄海町役場

玄海町災害警戒本部
げんかいちょう

げんかいちょう

唐津市役所
唐津市災害警戒本部
からつし

からつし

唐津市役所鎮西市民ｾﾝﾀｰ

唐津市災害警戒本部対策支部
からつし ちんぜい

からつし
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PAZ内における避難体制

Ø 警戒事態が発生した場合、玄海町及び唐津市は、住民への広報、佐賀県に対して避難用車両等の手配依頼、避
難所及び福祉避難所の開設準備を行う。一方、施設敷地緊急事態要避難者は、避難準備等を行う。

Ø 施設敷地緊急事態になった場合、玄海町及び唐津市は、住民へ避難準備の周知を行う。一方、施設敷地緊急事
態要避難者は、支援者が同行することで避難可能な者等はあらかじめ定められた避難所への避難を開始。福祉避
難所へ移動が必要な者は、避難所で指定された近隣の福祉避難所へ移動。なお、無理に避難すると健康ﾘｽｸが高
まる者は、放射線防護対策施設にて屋内退避を実施。

Ø 全面緊急事態になった場合、玄海町及び唐津市は住民に避難を指示。自家用車で避難が可能な住民は避難所へ
移動。自家用車による避難が困難な住民は、集合場所に集合し、避難所へ移動。その後、避難所から福祉避難所
へ移動。

げんかいちょう

げんかいちょう

からつし

避難元
（玄海町、
唐津市）

福祉避難所
（116施設）

主に県が手配した車両（ﾊﾞｽ等）で避難所まで
移動するために、一時的な集合場所として活用
＜利用対象者＞
ü 自家用車避難が困難な住民
ü 避難可能な在宅の避難行動要支援者のうち
ﾊﾞｽ・福祉車両で避難する者

集合場所（27か所）

げんかいちょう

からつし

自家用車避難ができる者
学校・保育所の児童等

避難所
（18施設）

避難所で指定された
福祉避難所へ移動

無理に避難すると
健康ﾘｽｸが高まる者

からつし

げんかいちょう からつし

放射線防護対策施設（6施設）

放射線防護対策施設内に
屋内退避
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（1）避難準備
（2）児童等の保護者への引渡し警戒事態

施設敷地緊急事態

全面緊急事態

引渡しが出来なかった児童等と職員が共に県・市町
手配のﾊﾞｽで指定先施設に避難。

避難先施設
（児童等が住居している地区の避難先）

※児童等の人数については、 平成28年4月1日現在。

保護者が児童等を引き取り

避難の準備

避難の開始

児童等の
引渡し

PAZ内の学校・保育所の児童等の避難

Ø PAZ内の小中学校の児童等（2施設、約350人）及び保育所の幼児（3施設、約210人）は、警戒事態になった時点で
授業・保育を中止し、保護者へ引き渡す。

Ø 保護者への引渡しができない児童等は、施設敷地緊急事態になった場合、教職員等とともに佐賀県又は関係市町
が手配するﾊﾞｽで避難し、避難先において保護者に引き渡す。

Ø 全ての学校・保育所において個別避難計画を策定済み。

市町名 学校・保育所名称 人数
児童等 職員 合計

玄海町 ふたば園 122人 24人 146人

唐津市

なごや保育園 64人 20人 84人

加部島保育園 23人 7人 30人

名護屋小学校 112人 12人 124人

海青中学校 235人 23人 258人
（5施設） 合計 556人 86人 642人

からつし

げんかいちょう

児童等の
引渡し

避難先施設（学校・保育所が所在する地区の避難先）
ふたば園 ：小城市まちなか市民交流ﾌﾟﾗｻﾞ（小城市）
なごや保育園：老人福祉ｾﾝﾀｰ「別館」（江北町）
加部島保育園：白石町福富ゆうあい館（白石町）
名護屋小学校：佐賀県立佐賀農業高等学校（白石町）
海青中学校 ：交流ｾﾝﾀｰﾈｲﾌﾞﾙ（江北町）

おぎ し お ぎ し

こうほくまち

しろいしちょうふくどみ しろいしちょう

かいせい

な ご や

かべしま

かいせい

なごや

かべしま

しろいしちょう

こうほくまち
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Ø PAZ内の医療機関（1施設8人）及び社会福祉施設（4施設207人）の全てについて、避難計画を策定済み。医療機
関については、入院患者の状況等をふまえ、佐賀県が避難先となる災害拠点病院を選定。

社会福祉施設については、30km圏外の佐賀市、多久市、小城市、江北町にある施設に避難先を確保。
Ø 無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者は、放射線防護対策を講じた屋内退避施設において、避難に必要な準備が
整うまで屋内退避を実施。避難可能な入所者等は、あらかじめ定められた避難先施設へ避難を実施。

Ø 何らかの事情で、あらかじめ選定しておいた避難先施設が活用できない場合には、佐賀県が受入先を調整。

PAZ内の医療機関・社会福祉施設の避難

＜PAZ内5施設の入所者等の避難の考え方＞
避難元施設

＜放射線防護対策施設＞
市町名 施設名 施設種別 定員数

玄海町 玄海園 特別養護老人ﾎｰﾑ 100人

唐津市 宝寿荘 特別養護老人ﾎｰﾑ 80人
※2

自施設（放射線防護対
策施設）内に屋内退避

※3

避難先施設

施設種別 市町名 受入見込人数

特別養護老人
ﾎｰﾑ

佐賀市（3施設）
多久市（1施設）
小城市（4施設）

180人

※4

市町名 施設名 施設種別 定員数

玄海町 堀田医院 医療機関 8人

たくし

おぎし

ほった

ほうじゅそう

げんかいちょう

からつし

げんかいえん

げんかいちょう

たく し お ぎし

避難先 受入見込人数

災害拠点病院（県内1施設） 8人※1

※1 佐賀県が避難先となる災害拠点病院を選定
※2 無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者は自施設内で屋内退避

※3 輸送等の避難準備完了後、あらかじめ定められた避難先施設へ避難
※4 避難可能な入所者等は、あらかじめ定められた避難先施設へ避難
※5 福祉避難所へ移動が必要な者は、避難所で指定された福祉避難所へ移動

市町名 施設名 施設種別 定員数

玄海町 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑつばき 認知症ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 9人

唐津市 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなごやか 認知症ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 18人
※5

避難先 受入見込人数

小城市（1施設）
江北町（1施設）

27人避難所
おぎし

こうほくまち
からつし

げんかいちょう

こうほくまち

計8人

（無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者69人）
（それ以外の者111人）

計180人

計27人

計8人

計180人

計27人
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Ø 玄海町では、在宅の避難行動要支援者174人全員に支援者がいることを確認。
Ø 支援者の同行により避難可能な者は、支援者と共に集合場所等から、佐賀県又は玄海町が確保す
るﾊﾞｽや福祉車両で避難所へ移動。その後、福祉避難所へ移動が必要な者は、避難所で指定され
た近隣の福祉避難所へ移動。

Ø 無理に避難するとかえって健康ﾘｽｸが高まる者は、支援者の車両又は福祉車両で、近傍の放射線
防護対策施設へ移動。

玄海町におけるPAZ内の在宅の避難行動要支援者への対応

避難所
（8施設）
※P35参照

支援者が同行することで避難可能な者

支援者と共に徒歩
又は車両で移動

避難所で指定さ
れた福祉避難所
へ移動

無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者

放射線防護対策施設
玄海町：玄海園
唐津市：ひぜん荘

支援者の車両又は福祉車両で移動

168人（支援者168人）

6人（支援者6人）

集合場所※1
（15か所）

福祉避難所※2
（116施設）

収容可能人数：
6,984名

※2
避難所から近い福祉
避難所を順次使用

ﾊﾞｽ・福祉
車両で移動

※1 集合場所まで移動困難な者は、
自宅から避難先に搬送

からつし

げんかいちょう

げんかいちょう

げんかいちょう げんかいえん

支援者

在宅避難行動
要支援者
（174人）

輸送等の避難準備
完了後、避難を実施。

げんかいちょう
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Ø 唐津市では、在宅の避難行動要支援者290人のうち233人は支援者がいることを確認。残る避難行
動要支援者については、支援者の確保に向け調整。また、支援者を確保できない場合においても、
行政職員、自治会、消防団員等の協力により避難できる体制を整備。

Ø 支援者の同行により避難可能な者は、支援者の車両や、佐賀県又は唐津市が確保するﾊﾞｽや福祉
車両で避難所へ移動。その後、福祉避難所へ移動が必要な者は、避難所で指定された近隣の福祉
避難所へ移動。

Ø 無理に避難するとかえって健康ﾘｽｸが高まる者は、支援者の車両又は福祉車両で、近傍の放射線
防護対策施設へ移動。

唐津市におけるPAZ内の在宅の避難行動要支援者への対応

支援者が同行することで避難可能な者

支援者の車両で移動

放射線防護対策施設
唐津市：ちんぜい荘、

ひぜん荘
旧加部島小学校※整備予定

支援者の車両又は福祉車両で移動

143人（支援者143人）

42人（支援者42人）

105人（支援者48人）

輸送等の避難準備
完了後、避難を実施。

無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者

からつし

からつし

からつし

からつし

かべしま

支援者

在宅避難行動
要支援者
（290人）

集合場所※1
（12か所）

※1 集合場所まで移動困難な者は、
自宅から避難先に搬送

避難所
（10施設）

※P35参照

避難所で指定さ
れた福祉避難所
へ移動

ﾊﾞｽ・福祉車両
で移動

支援者と共に徒歩
又は車両で移動 福祉避難所※2

（116施設）

収容可能人数：
6,984名

※2
避難所から近い福祉
避難所を順次使用



玄海町における施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力

Ø 施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力は、想定対象人数約610人について、ﾊﾞｽ12台、福祉車両
18台（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ仕様6台、車椅子仕様12台）。

想定対象
人数※1

必要車両台数
備考

ﾊﾞｽ※2 福祉車両
（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ仕様）

福祉車両
（車椅子仕様）

保育所の幼児等の避難
146人

（児童等122人+
職員24人）
（1か所）

4台
（児童等122人
+職員24人）

0台 0台

保護者への引き渡しによりその分
必要車両台数は減少。
【資料P24参照】

医療機関及び社会福祉施設の入所
者等の避難

109人
（入所者77人+
職員32人）
（3か所）

2台
（入所者67人
+職員22人）

0台
3台

（入所者10人
+職員10人）

【福祉車両（車椅子仕様）】
1台あたり4人の避難行動要支援者
と4人の支援者の搬送を想定
【資料P25参照】

在宅の避難行動要支援者のうち、
避難支援の申し出があった者及び
その支援者を、避難先施設に輸送

336人
（要支援者168人+
支援者 168人)

6台
（要支援者134人
+支援者 134人)

0台
9台

（要支援者34人
+支援者34人)

【福祉車両（車椅子仕様）】
1台あたり4人の避難行動要支援者
と4人の支援者の搬送を想定
【資料P26参照】

在宅の避難行動要支援者のうち、
避難支援の申し出があった者につ
いて、無理に避難すると健康ﾘｽｸ
が高まる者及びその支援者を放射
線防護対策施設に輸送※3

12人
（要支援者6人+
支援者6人）

0台
6台

（要支援者6人
+支援者6人）

0台

【福祉車両（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ仕様）】
1台あたり1人の避難行動要支援者
と1人の支援者の搬送を想定
【資料P26参照】

合 計 603人 12台 6台 12台
※1 数字は現段階で地方公共団体が把握している暫定値
※2 ﾊﾞｽは1台あたり46人の乗車を想定
※3 「無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者」は、輸送の準備が整うまで放射線防護対策施設に屋内退避 28

げんかいちょう



確保車両台数
備考ﾊﾞｽ※1 福祉車両

（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ仕様）
福祉車両
（車椅子仕様）

（A）最大必要車両台数
12台

503人分（対象者323人
+支援者等180人）

6台
12人分（対象者6人
+支援者等6人）

12台
88人分（対象者44人
+支援者等44人）

【資料P28参照】

（B）車両確保台数 計12台以上 計6台以上 計12台以上

確
保
先

玄海町、社会福祉施設等
が保有する車両

ｰ
1台×3往復※2
6人分（対象者3人
+支援者等3人）

9台
28人分（対象者14人
+支援者等14人）

【福祉車両（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ）】
1台あたり1人の避難行動要支援者の搬送
を想定
【福祉車両（車椅子仕様）】
1台あたり1人の避難行動要支援者の搬送
を想定した車両が4台、2人の避難行動要
支援者の搬送を想定した車両が5台

PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が
保有する車両

12台以上
503人分（対象者323人
+支援者等180人）

ｰ ｰ
PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が保有する車両総
数156台

九州電力が配備する車両 ｰ
1台以上×3往復※2
6人分（対象者3人
+支援者等3人）

8台以上
60人分（対象者30人
+支援者等30人）

九州電力が近隣事業所等に車両を配備
【福祉車両（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ）】
1台あたり1人の避難行動要支援者の搬送を
想定
【福祉車両（車椅子仕様）】
1台あたり4人の避難行動要支援者の搬送を
想定

玄海町における施設敷地緊急事態での輸送能力の確保

Ø 施設敷地緊急事態発生時には、保育所、医療機関、社会福祉施設、在宅の避難行動要支援者の避

難のために、PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が保有する車両のほか、玄海町、社会福祉施設、九州電力等

が配備する車両により、必要車両台数を確保。

Ø ﾊﾞｽ会社の運転手は交代制勤務のため、緊急時の動員方法等について調整中。
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げんかいちょう

※1 ﾊﾞｽは1台あたり46人の乗車を想定
※2 福祉車両（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ仕様）計2台は、屋内退避施設までﾋﾟｽﾄﾝ輸送（3往復）での搬送を想定
※3 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

げんかいちょう

げんかいちょう



唐津市における施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力

Ø 施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力は、想定対象人数約990人について、ﾊﾞｽ20台、福祉車両
19台（車椅子仕様19台）。

想定対象
人数※1

必要車両台数
備考

ﾊﾞｽ※2 福祉車両
（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ仕様）

福祉車両
（車椅子仕様）

学校・保育所の児童等の避難
496人

（児童等434人+
職員62人）
（4か所）

11台
（児童等434人
+職員62人）

0台 0台

保護者への引き渡しによりその分
必要車両台数は減少。
【資料P24参照】

社会福祉施設の入所者等の避難
126人

（入所者69人+
職員57人）
（2か所）

3台
（入所者69人
+職員57人）

0台 0台

【資料P25参照】

在宅の避難行動要支援者のうち、
避難支援の申し出があった者及び
その支援者を、避難先施設に輸送

286人
（要支援者143人+
支援者143人

6台
（要支援者118人
+支援者118人）

0台
7台

（要支援者25人
+支援者25人）

【福祉車両（車椅子仕様）】
1台あたり4人の避難行動要支援者
と4人の支援者の搬送を想定
【資料P27参照】

在宅の避難行動要支援者のうち、
避難支援の申し出があった者につ
いて、無理に避難すると健康ﾘｽｸ
が高まる者及びその支援者を放射
線防護対策施設に輸送※3

84人
（要支援者42人+
支援者42人）

0台 0台
12台

（要支援者42人
+支援者42人）

【福祉車両（車椅子仕様）】
1台あたり4人の避難行動要支援者
と4人の支援者の搬送を想定
【資料P27参照】

合 計 992人 20台 0台 19台

30
※1 数字は現段階で地方公共団体が把握している暫定値
※2 ﾊﾞｽは1台あたり46人の乗車を想定
※3 「無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者」は、輸送の準備が整うまで放射線防護対策施設に屋内退避

からつし



唐津市における施設敷地緊急事態での輸送能力の確保

確保車両台数
備考

ﾊﾞｽ※1 福祉車両
（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ仕様）

福祉車両
（車椅子仕様）

（A）最大必要車両台数
20台

858人分(対象者621人
+支援者等237人）

ｰ
19台

134人分(対象者67人
+支援者等67人）

【資料P30参照】

（B）車両確保台数 計20台以上 ｰ 計19台以上

確
保
先

唐津市、社会福祉施設等が
保有する車両

ｰ ｰ
16台

38人分（対象者19人
+支援者等19人）

【福祉車両（車椅子仕様）】
1台あたり1人の避難行動要支援者の搬送
を想定した車両が13台、2人の避難行動
要支援者の搬送を想定した車両が3台

PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が
保有する車両

20台以上
858人分(対象者621人
+支援者等237人）

ｰ ｰ
PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が保有する車両総数
156台

九州電力が配備する車両 ｰ ｰ

2台以上
12人分（対象者6人
+支援者等6人）

4台以上×3往復※2
84人分（対象者42人
+支援者等42人）

九州電力が近隣事業所等に車両を配備
【福祉車両（車椅子仕様）】
1台あたり4人の避難行動要支援者の搬送
を想定
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Ø 施設敷地緊急事態発生時には、学校・保育所、社会福祉施設、在宅の避難行動要支援者の避難の

ために、 PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が保有する車両のほか、唐津市、社会福祉施設、九州電力等が配

備する車両により、必要車両台数を確保。

Ø ﾊﾞｽ会社の運転手は交代制勤務のため、緊急時の動員方法等について調整中。

からつし

からつし

※1 ﾊﾞｽは1台あたり46人の乗車を想定
※2 福祉車両（車椅子仕様）4台は、屋内退避施設までﾋﾟｽﾄﾝ輸送（3往復）での搬送を想定
※3 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

からつし



PAZ

唐津市肥前町、玄海町小加倉、栄
花の木、大薗、石田、仮屋地区の
在宅の避難行動要支援者の受入及び
自施設内の入居者の屋内退避を想定

からつし げんかいちょうひぜんちょう こがくら

おおぞの

さかえ

いしだ

放射線防護対策施設（6施設）

避難を行うことにより健康ﾘｽｸが高まる避難行動要支援者等に係る対応

ちんぜい荘
（収容可能者数：239人）

ひぜん荘※整備中
（収容可能者数：176人）

からつしちんぜいちょう よぶこちょうとののうらにし
唐津市鎮西町、呼子町殿ノ浦西
における在宅の避難行動要支援
者の受入及び自施設内の入居者
の屋内退避を想定

玄海園
（収容可能者数：162人）

げんかいえん

はなのき

からつし よぶこちょう かべしま

唐津市呼子町加部島における
在宅の避難行動要支援者の
受入を想定

げんかいちょうほかわづ ちかがわち しもみや なかどおり かりだち

玄海町外津、値賀川内、下宮、中通、仮立、
ふおんじ ひらお はまのうら

普恩寺、平尾、浜野浦、ｼｰﾗｲﾝﾀｳﾝ地区の
在宅の避難行動要支援者の受入及び
自施設内の入居者の屋内退避を想定

かりや

宝寿荘、潮荘は自施設内の
入居者の屋内退避のみを想定

ほうじゅそう うしおそう
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宝寿荘
（収容可能者数：70人）

ほうじゅそう

潮荘※整備中
（収容可能者数：50人）

うしおそう

旧加部島小学校※整備予定
（収容可能者数：約600人）

かべしま

Ø 予防的な避難を行うことによって、かえって健康ﾘｽｸが高まるような重篤者等については、無理な避
難は行わず、放射線防護機能を付加した近傍の放射線防護対策施設（6施設（整備予定を含む。））
に収容。

Ø これら6施設では、施設入所者とPAZ内の在宅の避難行動要支援者を約1,300人を収容可能。
Ø 放射線防護対策施設では、約1,300人がおよそ3日を目安に生活できる食料及び生活物資等を確保
するため、必要な備蓄と供給体制を整備。



UPZ

PAZ

Ø 避難開始前の段階において、避難計画で避難経路として定められている道路等が自然災害等に

より使用出来ない場合は、佐賀県、玄海町及び唐津市は、代替経路を設定するとともに、道路等の
管理者は復旧作業を実施。

Ø 直轄国道については、国土交通省九州地方整備局が早急に被害状況を把握し、迅速かつ的確な道
路啓開、仮設等の応急復旧を行い、早期の道路交通の確保等に努める。

＜県の管理道路＞
県災害警戒本部が応急復旧
作業を実施。

＜直轄国道＞
国土交通省九州地方整備局が
応急復旧作業を実施。

33

Ø 災害発生時には、各管理道路のﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施
し、被害の状況等を把握。

Ø 道路の被害状況を踏まえ、国、県がそれぞれ
建設業協会等と締結している協定等をもとに、
応急復旧工事を実施。

自然災害等により道路等が通行不能になった場合の復旧策

からつしげんかいちょう



5．PAZ内の全面緊急事態
における対応

＜対応のﾎﾟｲﾝﾄ＞
1. 自家用車による避難ができない住民の移動手段（ﾊﾞｽ等）を確保し、避難を開始すること。

2. 避難先施設の受入れ体制を整えること。

3. 安定ﾖｳ素剤を持っていない者（紛失等）に、緊急配布すること。

34



Ø 玄海町及び唐津市におけるPAZ内の住民については、自家用車で避難できる住民は、自家用車によりあらかじめ定
められた避難所に避難。

Ø 自家用車での避難が困難な住民は、徒歩等で集合場所に集まり、佐賀県、玄海町、唐津市が配車した車両で、避難
所へ避難。

Ø 避難先については、避難計画に関する住民説明会や訓練等を通じて対象となる住民に周知。

PAZ内の住民の避難先及び避難住民数

PAZ内
地域 ﾊﾞｽ

避難者数
自家用車
避難者数

玄海町 3,260人 433人 2,827人
唐
津
市

肥前町 147人 26人 121人

鎮西町 2,286人 487人 1,799人

呼子町 1,198人 197人 1,001人
小 計 3,631人 710人 2,921人
合 計 6,891人 1,143人 5,748人

※避難対象者数は、PAZ内住民の合計数から割り出した数字であり、若干の増減がある。

自家用車
徒歩等

ﾊﾞｽ

集合場所 27か所

避難元：玄海町、唐津市（肥前町、鎮西町、呼子町）
げんかいちょう よぶこちょうからつし ちんぜいちょうひぜんちょう

＜唐津市避難所 10施設（4,646人）＞
白石町 7施設（2,905人）
・白石小学校 （346人）
・六角小学校 （317人）
・福富小学校 （441人）
・佐賀農業高等学校（688人）
・有明公民館 （274人）
・福富社会体育館 （493人）
・福富ゆうあい館 （346人）

江北町 3施設（1,741人）
・交流ｾﾝﾀｰﾈｲﾌﾞﾙ (1,115人)
・江北町老人福祉ｾﾝﾀｰ ( 330人)
・江北町公民館 ( 296人)

（ ）は収容可能人数
避難先：小城市、白石町、江北町
18施設（8,584人）

お ぎ し しろいしちょう こうほくまち

PAZ

げんかいちょう

よぶこちょう

ちんぜいちょう

ひぜんちょう

か
ら
つ
し

からつしげんかいちょう

UPZ

こうほくまち

こうほくまち

＜玄海町避難所 8施設（3,938人）＞
小城市 8施設（3,938人）
・晴田小学校 （387人）
・桜岡小学校 （387人）
・小城中学校 （540人）
・小城高等学校 （837人）
・小城体育ｾﾝﾀｰ （560人）

・小城市まちなか市民交流ﾌﾟﾗｻﾞ（440人）
（ゆめぷらっと小城）
・小城文化ｾﾝﾀｰ （167人）

・小城保健福祉ｾﾝﾀｰ （620人）

げんかいちょう

お ぎ し

お ぎ し

お ぎ

お ぎ

お ぎ

お ぎ

お ぎ

さくらおか

はる た

お ぎ

しろいしちょう

しろいし

ろっかく

ありあけ

ふくどみ

からつし

からつしげんかいちょう
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避難
対象者

白石町
しろいしちょう

江北町
こうほくまち

小城市
お ぎ し

玄海町
げんかいちょう

唐津市
からつし

こうほくまちふくどみ

ふくどみ
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PAZ内の観光客及び民間企業の従業員の数

PAZ内の民間企業（従業員30名以上）の状況

Ø PAZ内の観光施設等における1日当たりの見込み人数は約3,000人、民間企業（従業員30人以上）は
19社（約2,350人）存在。

【出典】平成26年経済ｾﾝｻｽ 基礎調査 確報集計 町丁・大字別集計

PAZ内の観光施設の状況
市町名 施設 入場見込人数※

玄海町
玄海ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟｰｸ 554人

玄海海上温泉ﾊﾟﾚｱ 228人

唐津市

肥前町 ー ー

鎮西町 名護屋城跡、波戸岬 2,216人

呼子町 ー ー

合 計 （4施設）2,998人

※入場見込人数については、ﾋﾟｰｸ時
（4～6月）における1日当たりの
入場者数を基に算定

【出典】 平成25年度佐賀県観光動態調査

※民間企業に勤務する就労者は、
通勤に使用する自家用車もしくは
ﾊﾞｽにより避難

市町名 企業数 従業員数

玄海町 11社 1,916人

唐津市

肥前町 ー ー

鎮西町 2社 117人

呼子町 6社 313人

合 計（19企業）2,346人

げんかい

なごや はと

げんかい

からつし ちんぜいちょう

げんかいちょう

よぶこちょう

ひぜんちょう

からつし ちんぜいちょう

げんかいちょう

よぶこちょう

ひぜんちょう



玄海町における全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

Ø 玄海町において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、約470人分、ﾊﾞｽ13台であり、 PAZ内市町
のﾊﾞｽ会社が保有する車両により、必要車両台数を確保。

Ø 車両及び運転手については、佐賀県ﾊﾞｽ･ﾀｸｼｰ協会等の協力により、更に余裕を持った台数・人数
を確保。

Ø 各事業所の従業員の避難方法については各事業所単位で周知（施設敷地緊急事態で、自家用車
により帰宅）。

想定対象人数※1 想定必要ﾊﾞｽ数※2 備考

自家用車での避難ができない住民 433人 12台 【資料P35参照】

観光施設から避難する一時滞在者 40人 1台
1日当たりの観光施設の入場見込人数782人の
うち、約95%が自家用車や観光ﾊﾞｽで来場する
想定で、その5%を想定対象人数として算入

合 計 473人 13台
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＜玄海町における全面緊急事態で必要となる輸送能力＞
げんかいちょう

確保車両台数
備考

ﾊﾞｽ

（A）最大必要車両台数 13台

（B）車両確保台数 計13台以上

確
保
先
PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が
保有する車両 13台以上

PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が保有する車両156台の
うち、施設敷地緊急事態で使用する32台の車両
を除く、残りの124台の車両を使用

＜玄海町における全面緊急事態での輸送能力の確保＞
げんかいちょう

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

げんかいちょう

※1 数字は現段階で玄海町が把握している暫定値
※2 ﾊﾞｽは1台あたり46人の乗車を想定

げんかいちょう

げんかいちょう
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唐津市における全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保
からつし

＜唐津市における全面緊急事態で必要となる輸送能力＞
からつし

＜唐津市における全面緊急事態での輸送能力の確保＞
からつし

Ø 唐津市において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、約820人分、ﾊﾞｽ23台であり、 PAZ内市町
のﾊﾞｽ会社が保有する車両により、必要車両台数を確保。

Ø 車両及び運転手については、佐賀県ﾊﾞｽ･ﾀｸｼｰ協会等の協力により、更に余裕を持った台数・人数
を確保。

Ø 各事業所の従業員の避難方法については各事業所単位で周知（施設敷地緊急事態で、自家用車
により帰宅）。

想定対象人数※1 想定必要ﾊﾞｽ数※2 備考

自家用車での避難ができない住民 710人 20台 【資料P35参照】

観光施設から避難する一時滞在者 111人 3台
1日当たりの観光施設の入場見込人数2216人
のうち、約95%が自家用車や観光ﾊﾞｽで来場す
る想定で、その5%を想定対象人数として算入

合 計 821人 23台

確保車両台数
備考

ﾊﾞｽ

（A）最大必要車両台数 23台

（B）車両確保台数 計23台以上

確
保
先
PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が
保有する車両 23台以上

PAZ内市町のﾊﾞｽ会社が保有する車両156台の
うち、施設敷地緊急事態で使用する32台の車両
を除く、残りの124台の車両を使用

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

からつし

※1 数字は現段階で唐津市が把握している暫定値
※2 ﾊﾞｽは、地域特性を踏まえ、3種類の乗車人数（大型ﾊﾞｽ：46名乗り、中型ﾊﾞｽ：35名乗り、小型ﾊﾞｽ：20名乗り）を想定

からつし
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小城市

避難所
おぎし玄海町

げんかいちょう

PAZ

ﾙｰﾄ2

ﾙｰﾄ3

ﾙｰﾄ4

ﾙｰﾄ5

①外津漁村環境改善総合ｾﾝﾀｰ
ほかわづ

②中通公民館
なかどおり③下宮公民館

しもみや

④値賀第1ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
ち か

①値賀第2ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
ちか

①値賀川内公民館
ちかがわち

⑤仮立公民館
かりだち

②小加倉公民館
こがくら

①浜野浦公民館
はまのうら

①栄公民館
さかえ

②大薗公民館
おおぞの

③仮屋ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
かりや

②玄海園
げんかいえん

②花の木公民館
はなのき

ﾙｰﾄ1

：集合場所
【凡例】

Ø 玄海町によるｱﾝｹｰﾄ調査の結果、PAZ内の玄海町における自家用車で避難できない住民は約430人。
Ø 自家用車で避難できない住民は、徒歩で各集合場所に集まり、佐賀県又は玄海町が配車した車両で、避難先であ
る小城市へ避難。

玄海町における自家用車で避難できない住民の数
及び各集合場所への配車順路

げんかいちょう

げんかいちょう

げんかいちょう

お ぎし

げんかいちょう

小城市

避難所
おぎし

各集合場所への配車順路 人数※ 避難先

ﾙｰﾄ1
(大型ﾊﾞｽ）

外津漁村環境改善総合ｾﾝﾀｰ⇒ 中通公民館
⇒下宮公民館⇒値賀第1ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ⇒仮立公民館

212人

お ぎ し
小城市

ﾙｰﾄ2
(大型ﾊﾞｽ） 値賀川内公民館 ⇒ 小加倉公民館 62人

ﾙｰﾄ3
(大型ﾊﾞｽ） 栄公民館 ⇒花の木公民館 15人

ﾙｰﾄ4
(大型ﾊﾞｽ） 値賀第2ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ⇒玄海園 20人

ﾙｰﾄ5
(大型ﾊﾞｽ）

浜野浦公民館⇒大薗公民館⇒仮屋ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
⇒石田公民館

124人

合 計 443人

ほかわづ なかどおり

しもみや ちか

ち か

ちかがわち

かりだち

こがくら

はまのうら おおぞの かりや

いしだ

げんかいえん

はなのき

※数字は現段階で玄海町が把握している暫定値
げんかいちょう

④石田公民館
いしだ

さかえ
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Ø 唐津市によるｱﾝｹｰﾄ調査の結果、PAZ内の唐津市における自家用車で避難できない住民は710人。
Ø 自家用車で避難できない住民は、徒歩等で各集合場所に集まり、佐賀県又は唐津市が配車した車両で、避難先で
ある、白石町、江北町へ避難。

からつし

からつし

※数字は現段階で唐津市が把握している暫定値
からつし

PAZ 唐津市呼子町
からつしよぶこちょう

唐津市における自家用車で避難できない住民の数及び
各集合場所への配車順路

からつし

しろいしちょう こうほくまち

唐津市肥前町
からつし ひぜんちょう

ﾙｰﾄ5

：集合場所
【凡例】

唐津市鎮西町
からつしちんぜいちょう

からつし

①旧加部島小学校
かべしま

ﾙｰﾄ1

ﾙｰﾄ2

①片島ﾊﾞｽ停前
かたしま

②旧呼子中学校
よぶこ

③横竹公民館
よこたけ

ﾙｰﾄ3

①名護屋大橋
駐車場

な ご や

ﾙｰﾄ4

①農協名護屋
支所出荷所

な ご や

②鎮西石室運動広場
ちんぜい いしむろ 白石町、江北町

避難先
こうほくまちしろいしちょう

ﾙｰﾄ6

①鎮西漁協波戸支所
ちんぜい は と

ﾙｰﾄ7

①串出荷所
くし

②桃山天下市駐車場
ももやまてんかいち

③野元出荷所
のもと

各集合場所への配車順路 人数※ 避難先

ﾙｰﾄ1
(小型ﾊﾞｽ） 旧加部島小学校 64人

しろいしちょう
白石町
・

こうほくまち
江北町

ﾙｰﾄ2
(大型ﾊﾞｽ） 片島ﾊﾞｽ停前 ⇒ 旧呼子中学校⇒ 横竹公民館 133人

ﾙｰﾄ3
(大型ﾊﾞｽ）

名護屋大橋駐車場 ⇒ 桃山天下市駐車場
⇒ 野元出荷所

160人

ﾙｰﾄ4
(大型ﾊﾞｽ） 農協名護屋支所出荷所 ⇒ 鎮西石室運動広場 90人

ﾙｰﾄ5
(中型ﾊﾞｽ） 京泊 26人

ﾙｰﾄ6
(大型ﾊﾞｽ）

鎮西漁協波戸支所 ⇒ 農協名護屋支所出荷所
⇒ 名護屋大橋駐車場

137人

ﾙｰﾄ7
(大型ﾊﾞｽ） 串出荷所 ⇒ 桃山天下市駐車場⇒ 名護屋大橋駐車場 100人

合 計 710人

かべしま

よぶこかたしま

な ご や

は と

な ご や

な ご や

ももやまてんかいちくし な ご や

ももやまてんかいち

ちんぜい いしむろ

ちんぜい

きょうどまり

のもと

よこたけ

京泊地域活性化ｾﾝﾀｰ
きょうどまり

白石町

避難所
しろいしちょう

な ご や


